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取組について

健やか親子２１（第２次）推進協議会
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関係省庁

健やか親子２１（第２次）推進・連携体制イメージ図
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母子保健推進会議、日本家族計画協会

○全国から母子保健関係者を集め母子保健
の諸問題の研究討議する
○母子保健事業の推進に功績のあった個人
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○協議会の運営
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〈健やか親子２１推進協議会〉
「健やか親子２１（第２次）」に関する主要課題に対する

取組について、専門的立場から効果的な調整・推進を図る
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○各団体内で「健やか親子２１」に関連する取組を実施

運営・支援

（重点課題②）
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（重点課題①）
育てにくさを感じる親に寄り添う支援（５指標）

（基盤課題Ａ）切れ目ない妊産婦・乳幼児への保健対策（16指標） （基盤課題Ｂ）学童期・思春期から成人期に向けた保健対策（11指標）

（基盤課題Ｃ）子どもの健やかな成長を見守り育む地域づくり（８指標）
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健やか親子２１推進協議会と企業メンバーの連携

これまで「行政関係者」と「健やか親子２１推進協議会」が中心となって、進めて

きた体制から、幅広い分野の多様な関係者と連携して取り組むことで、「健や

か親子２１（第２次）」の国民運動を更に強化していく。
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公益社団法人母子保健推進会議（以下、「推進会議」）
と株式会社ロッテ（以下、「ロッテ」）との協働事業

１．きっかけ

推進会議において乳幼児期からの健康づくりの重要性（口腔を含む）の啓発と地
域組織の育成支援のための事業の創設を検討

→（公社）日本歯科医師会(推進会議会員団体)より、母子及び歯科保健に関心の
ある企業としてロッテを紹介される。

２．協働に至るまで

乳幼児健診、地域組織活動、健やか親子２１全国大会等視察

→現状を認識し新規事業の意図を理解した上で協力体制に。

３．現在の協働事業

1)「健やか親子２１全国大会」の開催 【2005年～】

2)「8020の里賞(ロッテ賞)」の実施 【2009年～】

3)シンポジウムの開催(切れ目のない支援等テーマ/年3回) 【2012年～】

事例
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「健やか親子２１全国大会」の開催

主催：厚生労働省・開催県（市）・(社福)母子愛育会・
(一社)日本 家族計画協会・
(公社)母子保健 推進会議

内容：功労者表彰・特別講演・シンポジウム・
各団体主催併設集会等

＊平成29年度は宮崎県で開催、
3日間で 延べ1,800名の母子保健関係者が参加

・大会にかかる分担金の負担
・大会準備・運営にかかる経費の分担
・併設集会開催経費の分担

事例

「子どもの健やかな成長を見守り育む地域づくり」の実現にむけて

全国大会の趣旨に賛同し支援

ロッテ

母子保健関係者とともに母子保健の未来を
考え、関係者のつながりを深める全国大会

5
母子保健推進会議提供資料



上：高岡市母子保健推進員協議会の
むし歯予防啓発のエプロンシアター

左：平成28年度優秀賞受賞の下関市
及び下関市保健推進協議会を訪問。
前列左からロッテ責任者、推進会議代表、
下関市長

【目指す健やか親子２１(第２次)」の活動テーマ】
基盤課題C

子どもの健やかな成長を見守り育む地域づくり

「8020の里賞(ロッテ賞)」の実施

○活動の一層の発展のために
・優秀賞、佳作賞、奨励賞を受賞した団体・自治体は、表彰状
を再度首長から授与。
・自治体の広報誌、ケーブルテレビ、地元紙に掲載

事例

乳幼児期からの健康づくりと地域組織活動のさらなる活性化を目的とした顕彰事業

・行政、専門職、関係機関と連携が密であり今後の活動の発展
が期待できること

・対象者の興味、関心をひきつける創意工夫があり、結果、行動
変容に結びつけていること
・地域の活性化や連携の構築、拡大につながっていること

受賞自治体をロッテ責任者とともに視察し、首長を表敬

受賞基準の考え方
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シンポジウムの開催

【内容】
妊娠期からの切れ目のない支援のため国
際シンポジウム（H29年度はフィンランドから
ネウボラの研究者を招聘）等年３回実施。
ロッテが妊産婦及び乳幼児期からのむし歯
予防として取り組むキシリトールの効用に関
する講演も実施。

【目指す「健やか親子２１(第2次)」の活動テーマ】

＊基盤課題A 切れ目ない妊産婦・乳幼児 への
保健対策

＊むし歯予防の普及啓発、口腔ケアを通じた親
子関係の支援 など

事例

母子保健推進会議提供資料

むし歯予防の普及啓発、口腔ケアを通じた親子関係の支援の一環として
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団体と企業との協働の実際とポイント

企業との協働の事業を行うにあたって

・団体の事業、協働で行う事業の計画について十分な理解を得る

（場合によっては視察をしていただき理解を得る。)

・企業の執行部まで理解していただいた後、具体的な話が始まる。

ポイント

・協働で行う事業について企業側にもメリットを出すこと

（企業の社会貢献活動の一環であっても必要）

・公益法人としての方針との擦り合わせが重要

（「公共性」と「継続性」の2点について特に留意している。）

事例
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関係者それぞれがホームページや啓発資材、シンポジウムでの露出など、

随所で活用することで、国民運動としての一体感を持ち、取組の認知度向上

につなげていくよう、御協力をよろしくお願いいたします。

シンボルマーク「すこりん」の活用

健やか親子２１推進協議会全体で実施できる取組として
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日本小児科学会の取組
事例１
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日本小児医療保健協議会
の取組

事例２

日本小児医療保健協議会

日本小児科学会
日本小児保健協会
日本小児科医会
日本小児期外科系関連学会
協議会
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